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反
対

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

本
条
例
改
正
は
、
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
伴
う
住
登
外
者
宛
名

番
号
管
理
機
能
を
新
た
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
事
務
と

し
て
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員

会
部
局
の
そ
れ
ぞ
れ
に
紐
づ
け

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
事
務
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
へ
の
更
な
る
紐
づ
け
は
、

個
人
情
報
の
漏
え
い
が
よ
り
拡

大
す
る
懸
念
が
あ
り
、
個
人
情

報
保
護
の
点
か
ら
も
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
に
反
対

す
る
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の

利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
可
決
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い

て昭
島
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
可
決
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

質
問　

学
校
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
、
立
川
市
立
第
三
小

学
校
で
の
事
件
を
受
け
、
学
校

が
安
心
・
安
全
な
学
び
場
で
あ

る
こ
と
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

①
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
防
犯
カ
メ

ラ
へ
更
新
す
る
考
え
は
。
②
校

内
へ
の
入
退
室
管
理

に
つ
い
て
、
学
童
ク

ラ
ブ
と
同
様
に
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
考
え
は
。

③
今
後
ど
の
よ
う
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

を
図
る
の
か
。

答
弁　

①
現
時
点
で
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
更
新
時
に
は
最

新
で
高
性
能
な
も
の
を
導
入
し

て
い
き
た
い
。
②
学
校
へ
の
入

退
室
管
理
の
在
り
方
を
検
討
し
、

で
き
得
る
対
応
に
努
め
て
い
き

た
い
。
③
各
校
に
配
備
し
て
い

る
防
犯
用
品
の
更
新
の
ほ
か
、

そ
の
他
の
設
備
等
に
つ
い
て
、

で
き
得
る
限
り
の
対
応
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問　

不
審
者
侵
入
な
ど
の
人

的
脅
威
等
に
対
し
て
、
市
内
小

中
学
校
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
状
況
は
。

答
弁　

市
内
全
て
の
小
中
学
校

に
お
い
て
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
お
り
、
引
き
続
き
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
不
審
者

対
応
訓
練
等
を
実
施
す
る
。

質
問　

通
学
路
の
安
心
と
安
全

に
つ
い
て
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
へ
の
安
全
誘
導
員
の
委
託
配

置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
取

り
組
み
は
。

答
弁　

活
動
場
所
等
を
通
学
路

安
全
連
絡
員
が
相
互
に
補
完
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
様
々

な
視
点
か
ら
効
果
的
な
配
置
が

可
能
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問　

学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
対
策
に
つ
い
て
、
民
間
事
業

者
等
と
の
連
携
に
よ

る
新
た
な
受
け
皿
の

確
保
な
ど
、
今
後
の

具
体
的
な
方
向
性
は
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も

マ
ッ
テ
マ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
開
設
な
ど
で
対
応
し
て

き
た
。
今
後
も
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

文
化
・
芸
術
の
振
興
に

つ
い
て
、
①
子
ど
も
た
ち
が
文

化
に
触
れ
る
環
境
整
備
に
対
す

る
教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
り

組
み
と
今
後
の
展
開
は
。
②
昭

島
市
民
会
館
文
化
事
業
協
会
を

通
じ
て
、
市
民
が
行
う
文
化
事

業
に
補
助
金
を
出
す
考
え
は
。

答
弁　

①
劇
団
四
季
の
観
劇
や

音
楽
・
歌
舞
伎
の
鑑
賞
等
を
実

施
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
が
文
化
芸
術

に
接
す
る
機
会
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

②
文
化
芸
術
活
動
を

応
援
す
る
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
支
援

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

自
治
会
の
財
政
運
営
は
、

物
価
高
騰
や
会
員
数
の
減
少
等

に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

更
な
る
援
助
を
行
う
考
え
は
。

答
弁　

自
治
会
活
動
の
財
政
的

な
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
都
の

補
助
制
度
の
周
知
と
と
も
に
、

時
代
に
即
し
た
支
援
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

戦
後
80
年
目
の
今
、
戦

争
体
験
の
伝
承
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
広
島
・
長
崎
を
訪
れ

る
事
業
に
つ
い
て
考
え
は
。

答
弁　

被
爆
地
を
直
接
訪
れ
る

こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
取
り

組
み
と
考
え
る
。
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
引
き
続
き
平
和

事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
、
①
都
が
令
和
７
年
夏
に
４

か
月
間
の
水
道
基
本
料
金
の
無

償
化
を
行
う
と
発
表
し
た
が
、

市
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
の
方
針
は
。
②
公
立
学
校
の

制
服
や
体
操
着
、
修
学
旅
行
費

の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
、
考
え
は
。

答
弁　

①
都
の
事
業

内
容
に
沿
い
、
水
道

の
基
本
料
金
減
免
事

業
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
②
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
と
し

た
中
学
校
の
制
服
の
リ
ユ
ー
ス

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
宿
泊

行
事
に
関
す
る
費
用
の
一
部
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

動
向
を
注
視
す
る
中
で
、
補
助

の
在
り
方
を
検
証
し
て
い
く
。

つ
い
て
、
発
達
段
階
の
子
ど
も

の
意
見
や
意
思
を
く
み
取
る
た

め
、
大
人
が
理
解
を
深
め
る
姿

勢
が
必
要
と
考
え
る
。
取
り
組

み
内
容
は
。

答
弁　

大
人
も
子
ど
も
の
権
利

保
障
に
対
す
る
人
権
な
ど
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
考
え
る
。

教
育
・
青
少
年
だ
よ

り
「
エ
ー
ル
」
に
特

集
記
事
を
掲
載
す
る

な
ど
、
大
人
へ
の
周

知
に
も
努
め
て
い
る
。

質
問　

他
県
に
お
い
て
、
公
共

施
設
に
生
理
用
品
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

投
稿
し
た
女
性
が
誹
謗
中
傷
さ

れ
た
こ
と
は
、
重
大
な
問
題
で

あ
る
。
所
見
は
。

答
弁　

人
権
侵
害
と
認
識
し
て

お
り
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
撲
滅

に
努
め
て
い
く
。

質
問　

が
ん
予
防
や
が
ん
検
診

の
充
実
に
は
身
近
な
人
の
経
験

談
を
傾
聴
す
る
な
ど
、
自
己
啓

発
が
欠
か
せ
な
い
。
周
知
・
啓

発
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

広
報
紙
等
で

の
周
知
の
ほ
か
、
令

和
６
年
度
よ
り
希
望

し
た
学
校
で
が
ん
教

育
を
実
施
し
た
。
今

後
、
Ａ
バ
ス
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
市
民
団
体
等
へ
の
周
知

協
力
依
頼
等
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

生
活
習
慣
の
改
善
に
つ

い
て
、
体
に
不
調
が
な
い
人
は

関
心
が
あ
っ
て
も
行
動
が
伴
わ

な
い
と
思
う
が
、
取
り
組
み
は
。

答
弁　

７
年
度
よ
り
、「
ま
ち
か

ど
血
圧
測
定
会
」
を
ス
ー
パ
ー

等
で
実
施
し
、
保
健
師
等
が
生

活
習
慣
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
血
圧
に

有
効
と
さ
れ
る
運
動
習
慣
の
提

案
と
し
て
、「
ぎ
り
ぎ
り
ス
ク
ワ

ッ
ト
」
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

質
問　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通

じ
た
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
６
年
度
よ
り
産
学
官

民
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

６
年
度
に
出
た
ア
イ
デ

ア
の
実
現
化
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、
８
年
度
の
実
現
を
目
指

し
、
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

の
方
に
届
く
健
康
づ
く
り
の
展

開
を
試
み
て
い
る
。

質
問　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
、
①
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

に
対
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
努
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
対
応
は
。
②

介
護
保
険
制
度
の
利
用
者
は
、

今
後
も
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

安
定
的
な
制
度
運
営

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

①
様
々
な
角

度
か
ら
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
も

認
知
症
の
予
防
と
早

期
発
見
、
理
解
促
進
の
両
面
で

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

②
引
き
続
き
増
加
す
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
需
要
を
適
切
に
見
込
む

中
、
国
の
動
向
等
も
注
視
し
、

持
続
可
能
な
制
度
と
な
る
よ
う
、

安
定
的
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
①
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

位
置
づ
け
、
転
換
が
重
要
と
考

え
る
。
国
や
都
と
の
積
極
的
な

連
携
の
も
と
で
、
地
域
公
共
交

通
計
画
の
策
定
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
踏
み
出
す
べ

き
。
考
え
は
。
②
物

価
高
騰
に
対
す
る
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

Ａ
バ
ス
の
子
ど
も
運

賃
の
対
象
年
齢
を
拡

大
す
る
考
え
は
。 

答
弁　

①
近
隣
自
治
体
の
聞
き

取
り
を
実
施
し
な
が
ら
、
策
定

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。
②

運
賃
収
入
の
減
収
に
対
し
て
市

が
負
担
す
る
補
助
金
の
財
源
確

保
が
課
題
で
あ
り
、
他
市
の
取

り
組
み
状
況
等
を
参
考
に
調
査・

研
究
に
努
め
る
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
説
明
会
に
お

け
る
事
業
者
の
対
応
は
、
市
民

の
不
安
を
受
け
止
め
る
姿
勢
で

は
な
い
と
感
じ
た
。
市
民
と
真

摯
に
向
き
合
う
よ
う
、
市
と
し

て
指
導
す
べ
き
。
考
え
は
。 

答
弁　

同
意
・
協
議
書
に
市
民

の
心
情
を
理
解
し
、
対
策
の
検

討
に
努
め
る
条
項
を
設
け
て
い

る
。
今
後
、
市
と
し
て
指
導
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

子
ど
も
の
権
利
保
障
に

反
対

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員

本
条
例
改
正
で
追
加
さ
れ
る

玉
川
上
水
南
側
地
区
地
区
計
画

は
環
境
基
本
条
例
等
に
反
し
て

お
り
、
市
自
ら
が
条
例
で
明
記

し
た
責
務
を
投
げ
出
し
て
い
る

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

林
　
ま
い
子
　
議
員

本
条
例
改
正
に
関
わ
る
玉
川

上
水
南
側
地
区
地
区
計
画
は
、

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
た
状
態

と
は
言
え
ず
、
合
意
形
成
の
機

会
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
指
摘
す
る
。

代
官
山
緑
地
等
の
緑
の
保
全
、

生
物
多
様
性
や
交
通
量
問
題
な

ど
の
観
点
か
ら
Ｇ
Ｌ
Ｐ
計
画
の

規
模
縮
小
は
必
須
で
あ
る
。

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考

え
、
本
条
例
に
反
対
す
る
。

ま
た
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
質
・
量
の
捉
え
方
や
生
態
系

保
全
を
含
め
た
緑
保
全
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
不
透
明
な
ま
ま

で
あ
り
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
環
境
保
全
を
皆
で

実
現
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で

あ
る
べ
き
。

以
上
、
本
条
例
に
反
対
す
る
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団 

八
田 

一
彦  

議
員

こ
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に

学
べ
る
街
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団 

佐
藤 

文
子  

議
員

誰
も
が
尊
重
さ
れ
る
昭
島
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

公
明
党
昭
島
市
議
団 

大
島 

ひ
ろ
し 

議
員

文
化・芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

無

会

派 

南
雲 

隆
志  

議
員

あ
き
し
ま
市
民
の

健
康
に
つ
い
て


